
平成２３年度熊本県堆肥共励会「乳牛の部」受賞者の概要 

                                                                        

１．組織概要 

 

組織名 

 

野口牧場 

 

代表者名 

 

野口 勲一 

 

所在地 

 

御船町田代７１６８－２０８ 

 

組織等の概要 

（活動の経緯） 

 

 

 

 

 

 

 

・平成１９年度畜産環境リース事業により、堆肥舎建設 

（ 堆肥舎３５０㎡、縦型自動攪拌機  ） 

・平成２０年４月 堆肥生産を開始 

・平成２０年    熊本県堆肥共励会に参加 
・平成２１年    熊本県堆肥共励会に参加 
・平成２３年    熊本県堆肥共励会に参加 

 

２．堆肥の特徴                                              （単位：％） 

 

 

 

原材料 

 

 

 

家畜ふん尿 副資材 その他 計 

乳牛 野草（敷料） 乳酸菌  

７０ ２７ ３ １００ 

 

３．堆肥の生産及び流通について 

 １）堆肥生産の施設・機械等 

   ・堆肥舎 ３５０㎡ 

   ・機械   縦型自動攪拌機 

 

 

 ２）堆肥化及び利用・流通のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳牛舎 
乳牛ふん 

敷料（野草） 

堆肥舎 
自動攪拌機 

（2ｈ/日・２～３日おき） 

堆肥 
≪流通先≫ 

トマト、ニラ、葉物野菜等 

ラクトバチルス菌 

（米ぬかで培養） 

※ふんの２～３％ 

※初回のみ投入、２回目以降は戻し堆肥 



４．今後の目指す方向と課題 

 ・生産した堆肥は、平成２０年から試験的に耕種農家へ流通し、使い勝手や作物の生育状況などの

情報を得ている。 

 ・堆肥を利用した農家からは良い評価をもらっているので、製品として良質なものが確保できれば、

流通量を増やしたいと考えている。 

・耕種農家への流通時期は春先（３～４月）と秋口（８～９月）に集中しているため、現状のような堆肥

舎だけでの生産方法では品質が安定せず、流通量を増やせない状況である。 

 ・より良質で安定した堆肥を生産し、耕畜連携を進めるため、堆肥舎に搬入する前の仮置き場及び

半年分程度の製品を保管するためのストックヤードの設置を検討している。 

 

【写真】 

 

堆肥舎全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦型自動攪拌機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堆肥 


